
　

政
府
が
掲
げ
る
「
働
き
方
改
革
」
で
は
、
高
齢
者
や
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
非

正
規
社
員
の
処
遇
改
善
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
を
行
う
と
さ
れ
て
お
り
、「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍

プ
ラ
ン
」
に
取
り
組
む
安
倍
政
権
最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
も
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
に
は
女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立
し
、
具
体
的
な
施
策
も
提
言
さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

一
方
で
は
社
会
構
造
の
改
革
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
女
性
の
社
会
進
出
、
と
り
わ
け
結
婚・

出
産
後
の
社
会
復
帰
に
つ
い
て
は
、
育
児
環
境
の
改
善
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に

あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
大
学
は
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
構
築
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
な
の
か
、
注
目
を
し
て
み
た
。
２
０
１
７
年
３
月
６
日
に
開
催
さ
れ
た

中
央
教
育
審
議
会
総
会
で
も
、
大
学
分
科
会
に
お
け
る
第
９
期
に
継
続
し
て
審
議
す
る
事
項
と
し
て
、

今
後
の
高
等
教
育
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
の
中
で
「
地
方
創
生
や
働
き
方
改
革
等
も
踏
ま
え
て
、
地
方

大
学
の
振
興
、
社
会
人
の
学
び
直
し
等
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

特 集

女
性
の
学
び
直
し
に
お
け
る
大
学
の
役
割
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て
い
る
。

　

近
年
、
大
学
や
大
学
院
で
の

学
び
直
し
を
希
望
す
る
社
会
人

が
増
え
て
い
る
。
そ
の
目
的
に

は
、
育
児
や
出
産
、
介
護
な
ど

の
理
由
で
職
場
を
離
れ
た
人
た

ち
の
復
職
前
の
準
備
が
あ
る
。

一
方
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関

の
入
学
者
に
お
け
る
25
歳
以
上

の
割
合
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
の

平
均
を
下
回
る
。
社
会
環
境
や

経
済
的
な
問
題
な
ど
に
よ
り
、

学
び
直
し
が
実
現
し
に
く
い
こ

と
が
推
測
で
き
る
。

　

本
特
集
で
は
、
社
会
人
の
学

び
直
し
の
中
で
も
、
特
に
女
性

支
援
に
関
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
し
、
社
会
の
課
題
に
先
進

的
に
取
り
組
む
大
学
の
事
例
に

つ
い
て
実
践
事
例
を
紹
介
す
る
。

再
就
職
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

坂
本 

清
恵

●
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

社
会
人
女
性
の
活
躍
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設

～
昭
和
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
の
取
り
組
み
～

武
藤 

空
男

●
昭
和
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
事
務
局
長

女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
構
築
を
支
援
す
る

―
東
京
女
子
大
学
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト・

セ
ン
タ
ー

栗
田 

啓
子

●
東
京
女
子
大
学
現
代
教
養
学
部
教
授

女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
誕
生
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
―

小
川 

智
由

●�

明
治
大
学
商
学
部
教
授
、ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
女
性
医
師
再
研
修
―
復
職
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

横
田 
仁
子

●�

東
京
女
子
医
科
大
学
女
性
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
女
性
医
師
再

研
修
部
門

再
就
職
支
援
に
必
要
な
女
性
の
人
権
の
視
点

竹
信 

三
恵
子

●
和
光
大
学
現
代
人
間
学
部
教
授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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は
じ
め
に

　

元
来
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は
、
社
会
人
が
再
び
学
校
へ
入
る

「
循
環･

反
復
の
教
育
体
制
」
を
指
す
用
語
で
あ
っ
た
。
現
在
、
全

国
で
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
大
学
を
利
用
し
た
社
会
人
の

学
び
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、「
大
学
が
提
供
す
る
生
涯
学
習
」
と

い
う
意
味
で
リ
カ
レ
ン
ト
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
１
６
年
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
「
働

き
方
改
革
に
関
す
る
総
理
と
現
場
と
の
意
見
交
換
会
」
に
お
い
て
、

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

お
い
て
、
再
就
職
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
手
段
と
し
て
、

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
注
目
し
て
お
り
ま
す
」
と
発
言
さ
れ
た
よ
う

に
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
、
再
就
職
を
実
現
す
る
た
め
の
再
教
育

課
程
を
意
味
す
る
言
葉
と
も
な
り
つ
つ
あ
る
。

１　
日
本
女
子
大
学
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
課
程

　

日
本
女
子
大
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
、「
卒
業
生
は
も
と
よ

り
、
全
て
の
女
性
に
と
っ
て
人
生
行
路
の
必
要
な
時
に
立
ち
寄
り
、

休
息
し
、
給
油
し
、
糧
食
を
得
て
、
次
の
航
海
に
再
出
発
で
き
る

港
に
な
り
た
い
」
と
い
う
ソ
ー
ン
ト
ン
不
破
直
子
文
学
部
教
授
（
現

名
誉
教
授
）
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

結
婚
や
出
産
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ
イ
ク
が
生
じ
た
、
能
力

の
高
い
女
性
を
再
教
育
し
、
再
び
社
会
で
活
躍
さ
せ
た
い
と
い
う

同
教
授
の
強
い
思
い
が
、
２
０
０
７
年
の
文
部
科
学
省
「
社
会
人

の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
事
業
委
託
」
に
採
択
さ
れ
、

実
を
結
ん
だ
。
同
年
12
月
に
は
、
改
正
学
校
教
育
法
第
一
〇
五
条

が
規
定
す
る
、
大
学
が
履
修
認
定
で
き
る
課
程
と
な
っ
た
。
大
学

初
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
課
程
の
誕
生
で
あ
る
。

特
集

女
性
の
学
び
直
し
に
お
け
る
大
学
の
役
割

再
就
職
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

坂
本 

清
恵
●
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
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学
校
教
育
法
第
一
〇
五
条
は
、
社
会
人
に
対
し
て
１
２
０
時
間

以
上
の
体
系
的
な
知
識･

技
術
な
ど
の
修
得
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
規
定
す
る
が
、
日
本
女
子
大
学
の
課
程
は
、
そ
の
２
倍
以
上
、

２
９
４
時
間
を
修
了
要
件
と
す
る
。
１
年
を
か
け
て
再
教
育
を
す

る
の
で
は
あ
ま
り
に
長
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ブ
ラ

ン
ク
の
長
い
女
性
に
と
っ
て
は
、
１
年
間
通
学
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
働
き
始
め
た
時
に
家
族
は
ど
う
な
る
か
、
通
勤
は
ど
う
か
と

い
っ
た
実
体
験
を
積
む
こ
と
と
な
り
、
錆
び
つ
い
て
し
ま
っ
た
就

労
感
覚
を
取
り
戻
す
の
に
必
要
な
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

　

課
程
設
立
か
ら
３
年
間
は
、
文
部
科
学
省
の
助
成
金
も
あ
っ
た

た
め
、
学
費
も
低
く
抑
え
ら
れ
、
９
月
と
４
月
の
２
回
、
30
名
の

定
員
で
募
集
を
行
っ
た
。
委
託
期
間
終
了
後
は
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
配
置
替
え
を
行
い
、
現
在
に
い
た
る
。
10
年
の
間
に
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
が
あ
り
、
再
就
職
を
目
指

す
女
性
に
と
っ
て
必
ず
し
も
順
風
な
社
会
状
況
で
は
な
か
っ
た
が
、

何
と
か
運
営
を
継
続
し
た
。

　

10
年
が
経
過
し
た
今
、
受
講
生
は
キ
ャ
リ
ア
ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る

女
性
だ
け
で
な
く
、
ジ
ョ
ブ
チ
ェ
ン
ジ
を
目
指
す
女
性
や
、
非
正

規
雇
用
を
繰
り
返
し
て
き
た
女
性
が
正
規
雇
用
を
目
指
し
て
入
学

す
る
比
率
が
増
え
、
３
分
の
１
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
受
講
生
の
平
均
年
齢
は
38
〜
39
歳
、
20
代
後
半
か
ら
50
代
の
受

講
生
が
共
に
学
ん
で
き
た
。

　

折
し
も
、
２
０
１
５
年
８
月
に
女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立
し
、

女
性
の
再
教
育･

再
就
職
を
支
援
す
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
課
程
が

各
方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１

５
年
12
月
に
文
部
科
学
省
か
ら
「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（
Ｂ
Ｐ
）
に
認
定
さ
れ
、
２
０
１
６
年
１
月
に
厚
生
労
働
省
の
「
専

門
実
践
教
育
訓
練
講
座
」
に
指
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
授

業
設
置
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
入
学
は

４
月
の
み
と
し
、
募
集
定
員
も
40
名
に
変
更
し
た
。

　

設
立
当
初
は
１
０
０
％
が
日
本
女
子
大
学
の
卒
業
生
で
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
２
割
を
切
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
１
３
６
の
大

学･

大
学
院
出
身
者
、
合
計
５
０
４
名
を
迎
え
入
れ
て
き
た
。
首

都
圏
の
み
な
ら
ず
、
石
川･

宮
城･

鳥
取
の
各
県
か
ら
上
京
し
て

入
学
し
た
方
や
、
配
偶
者
の
海
外
赴
任
が
終
了
し
て
帰
国
す
る
の

を
機
に
受
講
を
志
望
し
た
と
い
う
海
外
か
ら
の
受
験
者
も
出
て
い

る
。
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
注
目
を
集
め
始
め
て
か
ら
は
、
希
望
者

の
全
て
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

２　
教
育
内
容

　

教
育
内
容
は
、
大
き
く
「
キ
ャ
リ
ア･

ス
キ
ル
」「
ビ
ジ
ネ
ス
英

語
」「
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
」
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
。
大
学
が
設
置

特集 女性の学び直しにおける大学の役割
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す
る
教
育
課
程
で
は
あ
る
が
、
大
学
の
専
任
教
員
が
本
務
の
片
手

間
に
授
業
を
担
当
す
る
の
で
は
な
く
、
招
聘
し
た
実
務
家
を
中
心

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
。

　

第
一
の
柱
で
あ
る
「
キ
ャ
リ
ア･

ス
キ
ル
」
の
中
で
、「
キ
ャ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
円
滑
な
社
会
復
帰
を
促
す
た
め
に
最
も
効

果
的
な
科
目
で
あ
る
。
年
間
42
時
間
で
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

を
棚
卸
し
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て

受
講
生
同
士
が
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
女
性
の
就
業
に
必
要

な
能
力
と
そ
の
課
題
を
理
解
し
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
。

　

第
二
の
柱
の
「
英
語
」
に
関
し
て
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の

２
割
弱
を
英
語
に
充
て
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
大
学
卒

業
後
は
全
く
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
受
講
生
か
ら
、
配

偶
者
の
海
外
赴
任
に
同
行
し
、
英
語
能
力
が
極
め
て
高
い
受
講
生

ま
で
に
対
応
す
る
た
め
、
能
力
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
分
け
を
し
、
少

人
数
体
制
で
、
使
え
る
英
語
の
習
得
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ク
の
長
い
受
講
生

の
中
に
は
、
初
職
で
は
ほ
と
ん
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
か
っ

た
世
代
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
最
も
ハ
ー
ド
ル
の
高
い

授
業
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
事
務
系
の
職
業
を
希
望
す
る
受
講
生

が
多
く
、
Ｉ
Ｔ
は
何
と
し
て
も
身
に
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
技

能
で
あ
る
。M
icrosoft O

ffi
ce Specialist

と
い
っ
た
資
格
取
得

を
目
指
し
、
大
学
の
パ
ソ
コ
ン
演
習
室
で
自
習
に
多
く
の
時
間
を

割
い
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
社
会
保
険
労
務
士
、
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
消

費
生
活
相
談
員
）、
記
録
情
報
管
理
者
資
格
な
ど
を
目
指
し
た
諸
講

座
を
開
講
し
て
い
る
。
授
業
の
多
く
が
双
方
向
性
を
も
つ
形
態
で

あ
り
、
講
義
科
目
に
も
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
組
み
込
ま
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、
夏
季
休
業
期
間
を
利
用
し
、
西
友
の

ご
協
力
を
受
け
、
現
代
女
性
キ
ャ
リ
ア
研
究
所
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
、
セ
ル
フ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ･

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
。
２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
を
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
課
程
独

自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
単
位
化
し
た
。
西
友
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

小
売
業
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、
店
舗･

物
流
セ
ン
タ
ー･

総

菜
工
場
を
見
学
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

場
の
問
題
を
発
見
し
て
、
そ
の
改
善
策
を
提
案
す
べ
く
議
論
し
、

最
終
的
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い

う
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
受
講
生
に
と
っ
て
は
、
職
場

復
帰
に
向
け
て
の
具
体
的
な
体
験
と
な
る
貴
重
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
り
、
消
費
者
の
視
点
か
ら
抜
け
出
し
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
資

す
る
現
実
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
得
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
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多
様
な
受
講
生
が
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
通
学
）
の
課
程
で
共
に

学
ぶ
メ
リ
ッ
ト
は
、
英
語
の
得
意
な
受
講
生
、
Ｉ
Ｔ
が
得
意
な
受

講
生
な
ど
が
つ
ま
づ
い
て
い
る
仲
間
に
手
を
差
し
伸
べ
、
教
え
合

い
支
え
合
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
経
歴
や
年
齢
も
多
様
な
こ
と
が
、

逆
に
大
き
な
効
果
と
教
育
的
意
義
を
生
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

３　
再
就
職
支
援

　

こ
の
教
育
課
程
で
最
も
重
要
な
要
素
が
、
再
就
職
に
向
け
て
の

き
め
細
か
な
支
援
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
最
も
難
し
い
問
題
で
も

あ
る
。
本
学
は
独
自
に
就
職
先
企
業
を
開
拓
し
、
東
京
商
工
会
議

所
に
も
加
入
し
、
就
職
先
の
確
保
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、
２
０

１
２
年
度
か
ら
は
、
合
同
会
社
説
明
会
も
企
画
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
Ｂ
Ｐ
お
よ
び
専
門
実
践
教
育
訓
練
講
座
に
指
定
さ
れ
た

２
０
１
６
年
度
は
、
女
性
の
学
び
直
し
に
理
解
の
あ
る
企
業
が
徐
々

に
増
え
、
大
が
か
り
な
会
社
説
明
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

同
時
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
に
よ
る
、
再
就
職

後
に
置
か
れ
る
環
境
を
視
野
に
入
れ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
や
、
個
別

相
談
も
開
始
し
た
。

４　
今
後
の
展
望

　

女
性
活
躍
推
進
法
案
に
引
き
続
い
て
、
２
０
１
６
年
９
月
に
は

「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
が
発
足
し
、
本
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

課
程
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
働
き
方
改
革
を
め
ぐ
る
首
相

と
現
場
と
の
意
見
交
換
会
に
も
、
本
課
程
の
修
了
生
、
受
講
生
、

担
当
職
員
が
招
か
れ
た
。
ま
た
、
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
説
明
の
機

会
も
得
て
い
る
。

　

今
後
も
、
再
就
職
を
目
指
す
女
性
の
た
め
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

課
程
の
意
義
を
採
用
側
企
業
に
広
く
認
知
し
て
も
ら
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
拓
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
受
講
生
が
希
望
す
る
資
格
取
得
の

た
め
の
授
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

目
下
は
社
会
の
注
目
も
浴
び
、
応
募
も
多
い
が
、
各
企
業
が
再

雇
用
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
け
ば
、
大
学
が
担
う
教
育
課
程
は
不

要
と
な
る
日
が
来
る
可
能
性
も
あ
る
。
２
０
１
７
年
度
に
、
厚
生

労
働
省
は
入
札
に
よ
る
１
２
０
時
間
の
再
教
育
課
程
設
置
の
募
集

も
行
っ
て
い
る
が
、
大
学
以
外
の
教
育
産
業
が
参
入
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
日
本
女
子
大
学
は
、
建
学
の
精
神
に
照
ら
し
、
生
涯
学

習
の
観
点
か
ら
、
当
面
は
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充
実
を
模
索
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
変
化
す
る
社
会
動
向
を
見
誤
る
こ
と
な
く
、
柔

軟
な
発
想
と
的
確
な
判
断
に
よ
り
、
女
子
大
学
と
し
て
果
た
す
べ

き
使
命
を
常
に
再
措
定
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。 
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は
じ
め
に
―
社
会
人
女
性
の
活
躍
支
援
に
向
け
て

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
む
21
世
紀
に
お
い
て
、

日
本
の
社
会
が
継
続
的
に
発
展
す
る
た
め
に
女
性
の
活
躍
が
不
可

欠
だ
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
や
常
識
で
あ
る
。
し
か
し
、
働
く
女

性･

働
き
た
い
女
性
が
直
面
す
る
問
題
の
多
く
は
、
現
在
も
解
決

さ
れ
て
い
な
い
。
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
に
は
仕
事
と
家
庭
生
活

と
の
両
立
支
援
制
度
を
作
れ
ば
よ
し
と
す
る
の
で
は
な
く
、
女
性

人
材
の
育
成･

登
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
女
性
の
活
躍
を
応

援
す
る
企
業
風
土
や
男
性
管
理
職
の
指
導
力
育
成
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
、
生
涯
に

わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
を
継
続
的
に
応
援
し
た
い
と
い
う
趣
旨
の
下
、

２
０
１
４
年
に
「
昭
和
女
子
大
学
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」（
以
下
、

キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
）
を
開
設
し
た
。
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
２

０
１
６
年
に
は
「
昭
和
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
」

（
以
下
、
本
機
構
）
を
設
立
し
、
よ
り
発
展
的
に
女
性
の
活
躍
を
含

む
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
た
め
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
機
構
で
は
企
業
会
員
制
度
を
設
け
、
女
性
の
活
躍
や
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
と
の
連
携
を
図

り
、
企
業
の
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
度
は
、
大
手
企
業
を
中
心
に
35
社
の
会
員
企
業
か
ら
、

本
機
構
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
社
員
派
遣
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
人
女
性
が
個
人
で
参
加
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
負
担
軽
減
の
た
め
の
奨
学
金
を
支
給
し

て
い
る
。

　

本
機
構
は
、
企
業
派
遣
、
個
人
参
加
を
問
わ
ず
仕
事
の
場
で
活

躍
す
る
た
め
の
パ
ワ
ー
、
知
識
、
ス
キ
ル
、
見
識
と
い
っ
た
人
間

特
集

女
性
の
学
び
直
し
に
お
け
る
大
学
の
役
割

社
会
人
女
性
の
活
躍
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設

〜
昭
和
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
の
取
り
組
み
〜

武
藤 

空
男
●
昭
和
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構
事
務
局
長
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力
を
身
に
付
け
た
い
と
願
う
、
意
欲
の
あ
る
社
会
人
女
性
の
た
め

に
門
戸
を
開
き
、
活
躍
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

１ 　
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ･

コ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
概
要

次
の
４
つ
の
コ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
置
し
、
学
内
外
の
多
彩

な
講
師
陣
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

⑴　

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
（
女
性
対
象
）

　

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
学
び
、
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
つ
と
と
も
に
、
実
務
の
経
験
と
理
論
を
結
び
付
け
て

学
ぶ
（
７
回
講
座
）。
受
講
者
の
年
齢
層
は
お
よ
そ
20
代
後
半
〜
30

代
半
ば
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 

（
土
曜
日
：
初
回
と
最
終
回
13
時
〜
17
時
、
他
は
10
時
〜
13
時
）

テ 

ー 

マ

狙　
　
　

い

テ
ー
マ
１

女
性
の
活
躍
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ

①�

女
性
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化

②�

女
性
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

・

女
性
活
躍
の
歴
史
、
そ
の
社
会
的
意
義

を
考
え
る

・

女
性
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
の
仕
方
を
考
え
る

※
こ
の
回
の
み
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
コ
ー
ス
と
合
同
開
催

テ
ー
マ
２

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

・

自
分
の
考
え
を
他
者
に
解
り
や
す
く
説

明
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
論
理
的
思

考
と
論
理
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

要
諦
を
学
ぶ

テ
ー
マ
３

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
な
思

想
か
ら
実
行
の
論
理
が
生
み
出
さ
れ
る

の
か
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
ど
の
よ
う

に
展
開
さ
れ
る
の
か
」
等
に
つ
い
て

ケ
ー
ス
を
使
っ
て
学
ぶ

テ
ー
マ
４

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
会
計

・

会
計
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
基
礎
の
基
礎

と
な
る
知
識
を
、
簡
単
な
ケ
ー
ス
を

使
っ
て
学
ぶ

テ
ー
マ
５

組
織
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・

企
業
経
営
と
組
織
運
営
に
必
要
な
戦
略

に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ

・

小
ケ
ー
ス
を
使
い
な
が
ら
実
践
的
、包
括

的
に
戦
略
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
る

テ
ー
マ
６

影
響
力
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

①�

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

②�

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

〜
味
方
を
作
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・

怒
り
な
ど
感
情
を
抑
え
込
む
の
で
は
な

く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
方
法
を
学
ぶ

・

女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
相
手
を
巻
き

込
み
な
が
ら
自
分
の
主
張
を
伝
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

テ
ー
マ
７

こ
れ
か
ら
の
女
性
の

キ
ャ
リ
ア

・

あ
り
た
い
未
来
像
を
多
様
な
メ
ン
バ
ー

と
考
え
る

⑵　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
（
女
性
対
象
）

　

管
理
職
と
し
て
必
要
な
経
営
的
視
点
を
リ
ア
ル
な
ケ
ー
ス
で
考
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え
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
、
自
社
、
社
会
の
変
化

を
俯
瞰
し
、
そ
の
中
で
女
性
管
理
職
と
し
て
自
分
の
強
み
を
生
か

し
て
活
躍
す
る
た
め
の
力
を
身
に
付
け
る
（
７
回
講
座
）。
受
講
者

の
年
齢
層
は
30
代
半
ば
〜
40
代
半
ば
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
概

要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 

（
土
曜
日 

13
時
〜
17
時
）

テ 

ー 

マ

狙　
　
　

い

テ
ー
マ
１

女
性
の
活
躍
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ

①�

女
性
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化

②�

女
性
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

・
女
性
活
躍
の
歴
史
、
そ
の
社
会
的
意
義

を
考
え
る

・

女
性
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
の
仕
方
を
考
え
る

※
こ
の
回
の
み
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
と
合
同
開
催

テ
ー
マ
２

仮
説
の
立
案
と
検
証

・

女
性
の
活
躍
に
関
わ
る
組
織
が
抱
え
る

テ
ー
マ
を
元
に
、
そ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
考
え
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム
に
つ
い

て
学
ぶ
（
制
約
人
材
の
活
用
、
在
宅
勤

務
の
導
入
な
ど
）

テ
ー
マ
３

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
セ
ッ

シ
ョ
ン
）

・

企
業
で
管
理
職
と
し
て
働
く
女
性
の
等

身
大
の
話
を
聴
く
中
で
、
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
の
軸
と
な
る
も
の
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
探
る

テ
ー
マ
４

戦
略
思
考
と
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス

・

事
業
や
経
営
に
お
け
る
会
計・

財
務
の

か
か
わ
り
、
企
業
戦
略
と
事
業
戦
略
と

の
つ
な
が
り
、
そ
の
基
本
を
学
ぶ

テ
ー
マ
５

ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
影
響
力

の
発
揮

・

自
分
の
考
え
を
他
者
に
解
り
や
す
く
説

明
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
、
論
理
的
思

考
と
論
理
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

要
諦
を
学
ぶ

テ
ー
マ
６

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

・

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
行
し
た
結
果

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
意
見
交

換
の
上
洞
察
を
深
め
る

テ
ー
マ
７

21
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

・

21
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
在

り
方
に
つ
い
て
考
え
る

⑶　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
共
創
コ
ー
ス
（
原
則
男
女
管
理
職
対
象
）

　

日
本
企
業
が
置
か
れ
た
現
在
の
状
況
を
理
解
し
、
そ
の
中
で
「
な

ぜ
い
ま
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
必
要
な
の
か
」
を
本
質
的
に
理
解
す

る
た
め
に
、
キ
ー
と
な
る
「
働
き
方
」「
企
業
の
持
続
的
成
長
」

「
社
会
の
変
化
」
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
フ
ィ
ー
ル
ド
リ

サ
ー
チ
し
な
が
ら
考
察
し
、
課
題
を
探
り
、
自
社
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
経
営
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
（
６
回
講
座
）。

　

受
講
者
の
年
齢
層
は
30
代
後
半
〜
40
代
後
半
で
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
共
創
コ
ー
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 

（
水
曜
日 

18
時
〜
21
時
）

テ 

ー 

マ

狙　
　
　

い

テ
ー
マ
１

企
業
戦
略
と
し
て
の
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン

・

日
本
に
お
け
る
労
働
法
制
度
や
商
習
慣

等
か
ら
考
察
し
、
課
題
を
明
確
化
す
る

・

シ
ス
テ
ム
と
し
て
「
働
き
方
」「
企
業
の

持
続
的
成
長
」「
社
会
の
変
化
」
の
夫
々

の
課
題
が
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

を
考
え
る

テ
ー
マ
２

※
事
例
研
究
①

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
む
原
理
に
つ
い
て
考
え
る

テ
ー
マ
３

※
事
例
研
究
②

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
へ
の
経

営
と
し
て
の
取
り
組
み

に
関
わ
る
事
例

・

提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
や
事
例
を
基
に
、

グ
ル
ー
プ
に
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
４

発　

表

・

テ
ー
マ
１
で
提
示
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の

繋
が
り
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
結
果
を
発
表
す
る

テ
ー
マ
５

※
経
営
者
講
話

「
経
営
理
念
と
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
」

・

こ
れ
ま
で
の
話
を
統
括
し
、
今
後
自
社

が
経
営
理
念
や
企
業
戦
略
に
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
ど
う
組

み
込
ん
で
い
く
か
に
つ
い
て
の
考
察

テ
ー
マ
６

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
／
発
表

・

テ
ー
マ
４
で
提
示
し
た
状
況
を
、
経
営

者
へ
提
示
で
き
る
ビ
ジ
ョ
ン
へ
落
と
し

込
む

�

■
は
公
開
イ
ベ
ン
ト
と
す
る

⑷　

起
業
家・

新
規
事
業
企
画
者
コ
ー
ス
（
女
性
対
象
）

　

起
業
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
こ
と
さ
ら
重
要
な
「
事
業
計
画
書
」

を
策
定
す
る
た
め
の
仮
説
の
設
定
や
、
そ
の
検
証
方
法
を
学
び
、

そ
れ
を
何
回
か
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
実
際
に
繰
り
返

し
な
が
ら
事
業
計
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
体
感
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
３
回
講
座
）。
受
講
者
の
年
齢
は
20
代
〜
50
代
と
幅
広
く
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

起
業
家・

新
規
事
業
企
画
者
コ
ー
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

 

（
日
曜
日 

10
時
〜
17
時
）

テ 

ー 

マ

狙　
　
　

い

第
１
回

事
業
テ
ー
マ
の
共
有

（
ピ
ッ
チ
）

事
業
計
画
策
定
の
要
諦

を
知
る

参
加
者
各
人
が
持
っ
て
き
た
事
業
テ
ー
マ

（
３
〜
５
）
を
１
テ
ー
マ
２
枚
で
発
表
す
る

実
現
性
の
あ
る
事
業
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
を
学
ぶ

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
仮
説
検
証

第
２
回

仮
説
検
証
過
程
の
共
有

実
際
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
見
え
て

き
た
実
情
を
元
に
、
事
業
提
案
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
仮
説
検
証

第
３
回

仮
説
検
証
過
程
の
共
有

と
事
業
計
画
発
表

再
度
繰
り
返
し
た
仮
説
の
検
証
に
よ
っ
て

見
え
て
き
た
実
情
を
も
と
に
事
業
計
画
を

固
め
発
表
す
る

上
記
に
対
し
て
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
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２　
セ
ミ
ナ
ー･

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
会
を
開
催

　

前
述
の
４
つ
の
コ
ー
ス
が
、
体
系
だ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
個
人
の
能
力
開
発
と
人
間
性
の
涵
養
な
ら
び
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大
を
狙
い
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
組
織
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
推
進
を
目
的
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
つ
の
研
究
会
を
設
置
し
、
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

⑴　

２
０
１
６
年
度
に
開
催
し
た
セ
ミ
ナ
ー

①　
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
」
の
最
新
事
情

　
　

 

〜
企
業
が〝
女
性
活
躍
推
進
〞に
本
気
で
取
り
組
む
と
き
〜

②　

残
る
障
害
を
ど
う
超
え
る
か

　
　

〜
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
〜

③　

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
教
育･

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
最
前
線

④　

多
様
性
が
生
み
出
す
力
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

⑤　

男
性
管
理
職
と
考
え
る
女
性
管
理
職
登
用
の
カ
ギ

⑥　

そ
ろ
そ
ろ
「
女
性
活
躍
」
の
視
点
で
就
活
を
し
ま
せ
ん
か
？

　
　

 

〜
女
子
大
学
生
と
社
会
人
で
共
に
考
え
る
女
性
の
活
躍
で

き
る
会
社
と
は
〜

⑵　

研
究
会
活
動

①　

労
働
法
制
の
変
化
と
『
働
き
方
』
研
究
会
（
６
回
開
催
）

【 

目
的
】
経
済
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
労
働
法
制
を
は
じ

め
と
す
る
働
き
方
の
改
革
と
、
そ
れ
に
対
応
し
た
、
企
業
に
お

け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
を
目
指
し
た
実
現
可
能
な
施
策

に
つ
い
て
考
え
る
。

②　

産
学
連
携
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
研
究
会
（
６
回
開
催
）

【 

研
究
テ
ー
マ
】「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
と
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
」

【 

主
要
な
問
い
】
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
が
、
女
性
と
企

業
に
と
っ
て
Ｗ
ｉ
ｎ
―

Ｗ
ｉ
ｎ
の
取
り
組
み
に
な
る
た
め
に
大 

切
な
こ
と
は
何
か
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進
に
伴
っ
て
女
性

が
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要 

か
。
ま
た
、
女
性
に
は
ど
の
よ
う
な
成
長
や
変
化
が
求
め
ら
れ

る
の
か
。

３　
こ
れ
か
ら
も
社
会
人
女
性
の
声
に
応
え
て

　

２
０
１
４
〜
２
０
１
６
年
度
に
、
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
４
コ
ー

ス
を
１
８
６
人
が
受
講
し
た
。
コ
ー
ス
別
内
訳
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

① 　

ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
：
１
期
〜
４
期･

計
65
人

② 　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
：
１
期
〜
４
期･
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計
73
人

③ 　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
共
創
コ
ー
ス
：
１
期
19
人

④ 　

起
業
家･

新
規
事
業
企
画
者
コ
ー
ス
：
１
期
〜
３
期･

計 

29
人

　

受
講
者
か
ら
は
、
後
述
の
よ
う
な
賞
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
（
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋
）。
社
会
人
女
性
が
ほ
か
の
業
界･

企

業
の
志
の
高
い
女
性
と
共
に
切
磋
琢
磨
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
で
の
学
び
と
経
験
が
い
か
に
成
長
に
つ
な
が
っ
て

い
る
か
が
う
か
が
え
る
。
今
後
と
も
本
機
構
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
な
り
、
参
加
企
業
と
の
連
携
を
密
に
し
、
こ
れ
ら
の
声
に
応

え
続
け
て
い
き
た
い
。

● 

女
性
の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

（
中
略
）
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
女
性
だ
か
ら
こ
そ
見
え

る
視
点
で
、
会
社
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。
と
て
も
前
向
き
に
自
分
の
未
来
を
、
働
き
方
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
（
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
）。

● 

講
義
の
内
容
、
知
識
が
豊
富
で
魅
力
的
な
先
生
方
の
ご
配
慮
、

共
に
学
ぶ
仲
間
と
の
出
会
い
、
全
て
に
感
謝
し
、
満
足
し
て
い

ま
す
。
社
会
や
仕
事
、
自
分
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
、
一

人
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
新
た
な
視
点
を
仲
間
と
学
び
合
え

た
事
が
、
こ
れ
か
ら
の
糧
と
な
る
と
思
い
ま
す
（
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）。

● 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
と
、「
女
性
活
躍
」
と
い
う
言
葉
だ
け

が
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
受
講

す
る
た
び
に
、
企
業
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
意
義
、〝
何

の
た
め
に
〞
と
い
う
目
的
が
明
確
に
な
り
、
心
構
え
が
整
い
ま

し
た
。（
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
共
創
コ
ー
ス
）。

● 

既
に
起
業
家
と
し
て
成
功
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
や
メ
ン
タ
ー

の
先
生
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
応
援
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
起
業
す
る
に
せ
よ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
に

せ
よ
、
得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ
と
な
ど
、
自
分
軸
を
持
っ
た

働
き
方
、
生
き
方
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
（
起
業
家･

新
規
事
業
企
画
者
コ
ー
ス
）。 

昭
和
女
子
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構

　
https://sw

u.ac.jp/diversity/careercollege/
昭
和
女
子
大
学
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　

https://sw
u.ac.jp/diversity/career-college/
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１　
セ
ン
タ
ー
の
理
念
と
目
的

　

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト･

セ
ン
タ
ー
は
、「
女
性
の
自
己
確
立
」
と

い
う
教
育
理
念
を
掲
げ
る
東
京
女
子
大
学
が
、
２
０
１
３
年
４
月

に
開
設
し
た
一
番
新
し
い
組
織
で
あ
る
。
そ
こ
に
集
う
女
性
た
ち

が
相
互
に
影
響
力
を
発
揮
し
、
自
分
の
隠
れ
た
力
を
自
分
自
身
で

発
見
し
、
共
に
高
め
合
い
、
社
会
の
中
で
そ
の
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

活
動
の
第
一
の
柱
は
、
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
構
築

支
援
で
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
構
築
支
援
と
い
っ
て
も
、
キ
ャ
リ
ア･

セ
ン
タ
ー
が
在
学
生
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
卒
業
生

を
は
じ
め
、
地
域
の
女
性
た
ち
を
主
な
対
象
と
し
て
い
る
点
が
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト･

セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
い
え
る
。

　

第
二
の
柱
は
、
共
生
社
会
の
担
い
手
の
育
成
で
あ
る
。「
女
性
が

生
き
や
す
い
社
会
は
、
男
性
も
生
き
や
す
い
社
会
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
に
基
づ
き
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
広
が
り
が
、

男
性
に
と
っ
て
も
よ
り
良
い
社
会
を
形
成
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

２　
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
考
え
方

　

東
京
女
子
大
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
言
葉
を
単
に
ワ
ー
ク

キ
ャ
リ
ア
に
限
定
せ
ず
に
、「
個
人
が
生
涯
を
通
し
て
主
体
的
に
社

会
参
画
す
る
こ
と
で
あ
り
、
就
業
や
地
域
活
動
を
通
じ
て
、
さ
ら

な
る
自
己
確
立
を
果
た
す
と
と
も
に
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
」

と
定
義
し
て
い
る
。
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト･

セ
ン
タ
ー
で
も
、
各

人
が
結
婚
や
出
産
、
介
護
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
合
致
し
た
社
会
参
画
の
方
法
を
見
い
だ
す
こ
と
を
支
援
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
で
気
付
く
こ
と
、
発
見
す

る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
受
け
身
の
学
び
で
は
な
く
、

特
集

女
性
の
学
び
直
し
に
お
け
る
大
学
の
役
割

女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ャ
リ
ア
構
築
を
支
援
す
る

―
東
京
女
子
大
学
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト･

セ
ン
タ
ー

栗
田 

啓
子
●
東
京
女
子
大
学
現
代
教
養
学
部
教
授

422017.5　大学時報



主
体
的
な
参
加
を
前
提
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト･

セ
ン
タ
ー
に
は
、

本
学
の
「
自
学
自
習
」
の
伝
統
が
今
も
生
き
て
い
る
と
い
え
る
。

３　
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト･
セ
ン
タ
ー
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
講
演

会
も
開
催
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介

に
と
ど
め
て
お
く
。

⑴　

キ
ャ
リ
ア・

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
「
結
婚
と
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
」「
転
職･
再
就
職
の
ポ
イ
ン
ト
」

「
出
産
し
て
か
ら
の
仕
事
の
見
つ
け
方
」
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
対
応
し
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
を
迎
え
た
対
話
会
を
開
催
し
て
い
る
。
卒
業
生
に
対

し
て
は
、
専
門
家
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。

⑵　

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
講
座

　

体
や
心
の
不
調
、
介
護
や
老
後
に
関
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
な

ど
、
ミ
ド
ル
世
代
が
抱
え
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
専
門
家

を
交
え
た
話
し
合
い
は
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
力
を
生
み
出
し

て
い
る
。

⑶　

女
性
起
業
家
育
成
講
座

　

起
業
は
、
女
性
が
社
会
で
活
躍
し
、
貢
献
す
る
た
め
の
一
つ
の

キ
ー･

ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
講
座
で
は
、
起
業
に
成
功
し
た
女

性
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
活
躍
中
の
女
性
を
招
き
、
拘
束
の
少

な
い
働
き
方
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ
っ
て
、
起
業
の
実
現
に
つ
な
が
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

⑷　

女
性
研
究
者
研
究
活
動
支
援
員
制
度

　

文
部
科
学
省
の
補
助
事
業
の
終
了
を
受
け
て
、
本
学
独
自
に
、

女
性
研
究
者
が
出
産･

育
児
や
介
護
に
携
わ
る
期
間
中
、
大
学
院

生
な
ど
を
支
援
員
と
し
て
配
置
し
、
研
究
活
動
の
継
続
を
支
援
し

て
い
る
。

４　
大
学
と
つ
な
が
る
、人
と
つ
な
が
る

　

エ
ン
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
新
た
に
獲
得
し
た
力
は
、
自
分
の
置
か

れ
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
女
性

た
ち
を
エ
ン
パ
ワ
ー
す
る
た
め
に
発
揮
す
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず

で
あ
る
。
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト･

セ
ン
タ
ー
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
女
性
た
ち
が
大
学
と
つ
な

が
り
、
人
と
つ
な
が
る
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
円
環
の
輪
」
な

の
で
あ
る
。 
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は
じ
め
に

　

明
治
大
学
の
社
会
人
講
座
「
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
ひ
と

つ
と
し
て
、『
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

が
ス
タ
ー
ト
し
て
３
年
目
の
２
０
１
７
年
４
月
８
日
に
、
第
５
期

受
講
生
の
入
校
式
が
昼
間
コ
ー
ス
33
名
、
夜
間･
土
曜
主
コ
ー
ス

14
名
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
。
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
活
躍
す
る
た

め
に
必
要
な
講
座
を
設
定
し
、
女
性
の
仕
事
復
帰
を
大
学
と
し
て

支
援
す
る
と
い
う
ね
ら
い
の
も
と
、
２
０
１
５
年
春
か
ら
始
め
た

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
意
図
や
現
状
に
つ
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
の
立
場
か
ら
ご
紹
介
し
た
い
。

１　
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
の
ね
ら
い

⑴　

履
修
証
明
制
度
の
導
入

　
「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
開
設
の
発

端
は
、
２
０
０
７
年
の
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
っ
て
位
置
付
け

が
明
確
化
さ
れ
た
「
履
修
証
明
制
度
」
で
あ
っ
た
。
２
０
１
４
年

に
、
当
時
の
学
長
方
針
と
し
て
履
修
証
明
制
度
の
活
用
開
始
が
決

定
さ
れ
、
そ
の
実
施
主
体
を
10
学
部
の
い
ず
れ
か
、
あ
る
い
は
社

会
人
講
座
「
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
す
る
の
か
の
検
討
が
な

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
正
規
の
学
部
学
生
向
け
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
混
在
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
人
教

育
の
た
め
の
「
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
そ
の
実
施
主
体
と
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

　

次
の
選
択
肢
は
、
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
ス
の
ど
こ
に
そ
れ
を
位
置
付
け
る
か
で
あ
っ

た
。
一
つ
目
は
、
仕
事
を
し
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
前
提
で
夜
７
時

か
ら
９
時
の
時
間
帯
か
、
あ
る
い
は
土
曜
日
の
昼
間
に
開
設
さ
れ

特
集

女
性
の
学
び
直
し
に
お
け
る
大
学
の
役
割

女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

―
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
誕
生
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
―

小
川 

智
由
●
明
治
大
学
商
学
部
教
授
、
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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て
い
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
二
つ
目
は
、
主
に
平
日
の
昼

間
に
開
講
さ
れ
、
女
性
や
比
較
的
高
年
齢
の
受
講
生
が
多
い
「
教

養･
文
化
講
座
」。
そ
し
て
三
つ
目
は
、
学
生
も
対
象
に
開
講
し
て

い
る
「
資
格･
実
務･

語
学
講
座
」
で
あ
る
。

　

履
修
証
明
制
度
の
意
義
に
鑑
み
て
、
三
つ
目
の
選
択
肢
は
除
外

さ
れ
た
。
二
つ
目
の
「
教
養･

文
化
講
座
」
は
、
俳
句
、
歴
史
、

古
典
、
旅
、
世
界
の
文
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
対
し
て

の
固
定
フ
ァ
ン
が
多
く
、
会
員
制
度
に
基
づ
く
講
座
の
受
講
歴
を

ポ
イ
ン
ト
に
換
算
し
、
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
た
独
自
の
称
号
が
付

与
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
に
よ
る
継
続
的
な
社
会
人
教
育
の
成
果

も
既
に
挙
げ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
中
で
履
修
証
明
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

２
０
１
４
年
夏
に
開
設
準
備
に
着
手
し
た
。

⑵　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
履
修
証
明
制
度
を
導
入
す
る

　

新
し
い
講
座
企
画
の
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
は
、
厚
生
労
働
省

の
委
託
で
行
っ
て
い
る
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
求
職
者
向
け

の
講
座
の
経
験
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
た

め
の
大
学
に
よ
る
職
業
訓
練
講
座
と
し
て
、
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ

ア
カ
デ
ミ
ー
で
２
０
０
１
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
現
在

は
東
京
都
の
委
託
に
な
っ
て
い
る
が
、
３
カ
月
間
に
わ
た
る
定
員

30
名
の
昼
間
の
講
座
で
あ
る
。
そ
の
委
託
講
座
の
よ
う
に
、
１
日

に
90
分
の
講
義
を
２
コ
マ
、
週
４
日
と
す
る
と
、
ほ
ぼ
３
カ
月
で

１
２
０
時
間
強
の
学
習
時
間
が
確
保
さ
れ
る
。
そ
の
講
座
の
受
講

生
の
女
性
比
率
が
、
直
近
で
は
８
割
以
上
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
以
下
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
骨
格
が
固
ま
っ
た
。

①
女
性
を
対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
、
②
従
来

の
よ
う
に
平
日
夜
間･

土
曜
日
昼
で
は
な
く
、
平
日
の
昼
の
時
間

帯
に
開
講
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
、
③
90
分
授
業
を
１
日
２
コ

マ
、
６
カ
月
の
在
籍
期
間
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

⑶　
「
女
性
の
仕
事
復
帰
の
支
援
」
が
講
座
コ
ン
セ
プ
ト
に

　

講
座
の
企
画
に
携
わ
っ
て
い
た
３
年
前
は
、
現
在
ほ
ど
は
管
理

職
な
ど
へ
の
女
性
登
用
の
機
会
拡
大
は
議
論
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
、
将
来
の
人
手
不
足
に
向
け
て
、
女
性
や
高
齢
者
、
外
国
人
な

ど
の
積
極
的
な
活
用
と
、
雇
用
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
な
ど

が
唱
え
ら
れ
始
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
女
性
の
仕
事
復

帰
を
支
援
す
る
た
め
の
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
も
役
立
つ
先
進
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
落
ち
着
い
た
。

　

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
教
育
の
柱
の
一
つ
と
す
る

本
学
商
学
部
で
、
私
は
23
期
ま
で
の
ゼ
ミ
生
を
社
会
に
送
り
出
し

た
。
年
１
回
開
催
し
て
い
る
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
会
で
、
女
性
の

卒
業
生
か
ら
、
結
婚
や
出
産
、
子
育
て
、
介
護
な
ど
と
仕
事
の
両

立
に
ま
つ
わ
る
報
告
や
相
談
を
結
構
頻
繁
に
受
け
て
お
り
、
そ
う
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し
た
経
験
も
講
座
の
コ
ン
セ
プ
ト
設
定
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ

た
。
ま
た
、
講
座
の
企
画
段
階
で
は
、
新
講
座
の
受
講
生
像
と
合

致
し
そ
う
な
「
育
児
休
暇
中
」「
子
育
て
後
に
派
遣
で
仕
事
復
帰
し

た
ば
か
り
」「
退
職
し
て
第
２
子
を
出
産
間
近
」
と
い
っ
た
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
Ｏ
Ｇ
数
名
に
呼
び
か
け
て
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
繰

り
返
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
な
原
案
を
構
築
し
た
。

２　
講
座
の
内
容
と
受
講
生
の
様
子

⑴　

３
部
署
に
蓄
積
さ
れ
た
経
験
と
教
育
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集

　

具
体
的
な
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
編
成
す
る
に
当
た
り
、
次
の
３

部
署
に
蓄
積
さ
れ
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
。
ま
ず

第
１
は
、
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
や
厚
生
労
働
省
／
東
京
都
の
委

託
訓
練
講
座
を
実
施
し
て
き
た
「
社
会
連
携
事
務
室
」
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
２
０
０
７
年
度
か
ら
、
教
育
Ｇ
Ｐ
と
し
て
「
社
会
人

学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
型
の
社
会
人
講
座
も
数
多
く
開
講
し
て
き
た
。

　

第
２
は
、
商
学
部
に
お
け
る
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
経
営
戦
略
課
題
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦

略
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
、
そ
の
解
決
策
や
新
た
な
提
案
を
構

築
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
商
学
部
で
２
０
０
５
年

度
か
ら
の
「
現
代
Ｇ
Ｐ
」、
な
ら
び
に
２
０
０
８
年
度
か
ら
の
「
教

育
Ｇ
Ｐ
」
の
成
果
と
し
て
培
っ
た
授
業
方
法
で
あ
る
。

　

第
３
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
相
当
す
る
専
門
職
大
学
院
と

の
連
携
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
、
受
講
生
の
大
半
は
既
に
各
大
学

の
学
部
を
卒
業
し
社
会
人
経
験
の
あ
る
女
性
た
ち
で
あ
る
こ
と
と
、

受
講
生
が
仕
事
に
復
帰
し
て
社
会
で
活
躍
し
た
後
に
、
次
は
本
学

の
専
門
職
大
学
院
の
正
規
学
生
と
し
て
学
ん
で
欲
し
い
と
い
う
願

い
を
込
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
現
に
、
修
了
生
の
中
か
ら
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
入
学
者
も
既
に
現
れ
て
い
る
。

⑵　

科
目
の
構
成
と
内
容

　
「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
必
修

科
目
と
選
択
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
１
科
目

が
90
分
授
業
８
コ
マ
、
延
べ
12
時
間
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
講
座
の
み
が
例
外
で
、
24
時
間
の
授
業
と
な
っ
て
い
る
。

ゼ
ミ
を
含
む
必
修
科
目
で
５
科
目
合
計
72
時
間
の
履
修
と
な
る
。

　

前
述
の
３
部
署
か
ら
の
科
目
が
必
修
科
目
と
な
っ
て
い
る
。
一

つ
目
が
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
人
気
の
、
藤
野
公

子
講
師
に
よ
る
「
ラ
イ
フ･

キ
ャ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ⅰ
（
ビ
ジ
ョ

ン･
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」
で
あ
る
。
受
講
生
一
人
一
人
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
ま
と
め
る
と
い
う
講
座
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
プ
レ
ゼ
ン
能
力

の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
受
講
生
各
人
の
意
欲
と
個
性
を
引
き
出
し
、
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将
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
方
向
性
を
明
確
に
し
、
他
の
講
座
科
目
で

も
必
要
と
さ
れ
る
チ
ー
ム
と
し
て
の
結
束
や
適
切
な
役
割
分
担
に

も
つ
な
が
る
と
い
う
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

二
つ
目
が
、
商
学
部
で
展
開
さ
れ
て
い
る
企
業
と
の
連
携
に
よ

る
「
特
別
テ
ー
マ
実
践
科
目
」
と
全
く
同
じ
方
法
で
行
わ
れ
て
い

る
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」。
三
つ

目
が
、
そ
の
ゼ
ミ
講
座
に
先
立
つ
講
義
と
し
て
行
わ
れ
る
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ･

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
。
定
員
40
名
の

受
講
生
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
20
名
ず
つ
２
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
課
題
企
業
は
、
食
品･
飲
料･

菓
子
メ
ー
カ
ー
の
山

崎
製
パ
ン
、
明
治
、
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ー
ズ
、
栗
山
米
菓
、
化
粧
品･

ト
イ
レ
タ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
で
は
ユ
ニ
リ
ー
バ
、
フ
ァ
ン
ケ
ル
、
ド

ク
タ
ー
シ
ー
ラ
ボ
、
さ
ら
に
卸･

小
売
業
の
ツ
カ
モ
ト
、
良
品
計

画
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
最
終
的

に
は
各
課
題
企
業
の
役
員･

管
理
職
の
方
々
に
対
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

　

必
修
科
目
四
つ
目
の
「
金
融･

財
務
リ
テ
ラ
シ
ー
」
と
五
つ
目

の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト･

サ
ロ
ン
」
で
は
、
専
門
職
大
学
院
の
教
員

が
講
師
を
務
め
る
。
前
者
は
、
企
業
や
組
織
に
お
け
る
仕
事
の
み

な
ら
ず
、
家
計
に
も
役
立
つ
金
融
の
知
識
、
財
務
諸
表
の
見
方
な

ど
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
座
で
あ
る
。
後
者
は
、
各
界
の
女
性

経
営
者
に
講
師
と
し
て
登
場
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の

企
業
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
接
す
る
機

会
に
も
な
る
科
目
で
あ
る
。

　

一
方
の
選
択
科
目
は
、
従
来
の
平
日
夜
ま
た
は
土
曜
日
の
リ
バ

テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
科
目
の
中
か
ら
、

「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
趣
旨
や
受

講
生
の
要
望
に
合
致
し
そ
う
な
も
の
を
選
定
し
、
平
日
の
昼
間
に

実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
理
解

と
開
発
」「
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」「
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
」

「
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
」「
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
の

９
科
目
か
ら
４
科
目
48
時
間
以
上
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
履
修
上
限
は
設
け
ず
、
全
科
目
を
履
修
で
き
、
最
低

限
の
時
間
数
に
抑
え
る
の
で
あ
れ
ば
週
３
日
の
通
学
で
修
了
で
き

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
開
講
時
間
も
、
保
育
園
の
送
り
迎
え

に
支
障
の
少
な
い
午
前
10
時
半
か
ら
午
後
２
時
半
ま
で
と
し
た
。

⑶　

受
講
生
の
様
子

　

定
員
40
名
に
対
し
第
１
期
生
は
42
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
平
均
年

齢
は
43
歳
だ
っ
た
が
、
第
５
期
生
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
り

は
な
い
。
年
齢
幅
も
30
歳
少
し
前
か
ら
60
歳
近
く
ま
で
と
い
う
広

が
り
で
あ
る
。
最
初
は
毎
年
４
月
開
講
９
月
修
了
で
年
１
回
の
予
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定
で
あ
っ
た
が
、
第
１
期
生
が
順
調
に
集
ま
り
、
講
座
の
開
始
直

後
に
そ
の
成
果
も
確
認
で
き
た
の
で
、
第
２
期
を
９
月
に
開
講
し

て
年
２
回
の
実
施
に
変
更
し
た
。
急
遽
募
集
し
た
２
期
生
は
定
員

に
満
た
な
か
っ
た
が
、
第
３
期
生
は
想
定
人
数
を
大
き
く
上
回
り
、

ゼ
ミ
を
３
ク
ラ
ス
に
し
た
。
第
４
期
、
第
５
期
生
は
想
定
通
り
の

受
講
生
数
で
実
施
し
て
い
る
。

　

第
１
期
生
の
募
集
で
は
、
本
学
卒
業
生
に
向
け
た
広
報
媒
体
で

の
告
知
を
重
視
し
た
が
、
第
２
期
生
以
降
は
、
修
了
生
か
ら
の
紹

介
に
よ
る
応
募
者
の
出
現
や
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
効
果
も
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
企
業
の
人
事
部
門
か
ら
は
女

性
管
理
職
候
補
者
に
受
講
さ
せ
た
い
と
い
う
要
望
も
あ
り
、
第
２

期
生
か
ら
は
夜
間･

土
曜
主
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
い
る
。

　

受
講
生
一
人
一
人
の
学
生
時
代
の
専
門
分
野
や
、
新
卒
で
就
職

し
た
後
の
業
務
経
験
、
そ
の
後
の
職
歴
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
仕
事
復
帰
に
対
す
る
同
じ
気
持
ち
か
ら
、
地
域
社
会
や
子
ど

も
を
通
じ
た
関
係
の
仲
間
と
は
違
う
形
の
強
い
連
携
意
識
を
形
成

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
来
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

学
ぶ
男
性
受
講
生
の
受
講
動
機
の
一
つ
と
し
て
は
、
異
業
種
交
流

の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ

リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
受
講
生
は
、
講
座
を
通
じ
て
先
に
異
業
種
交

流
を
終
え
、
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
財
産
を
築
い
て
か
ら

仕
事
復
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
仕
事
上
の
悩
み
や
新
し

い
ア
イ
デ
ア
獲
得
の
相
談
相
手
と
し
て
大
き
な
力
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
第
１
期
生
か
ら
第
５
期
生
に
至
る
講
座
修
了
生
の
縦

の
つ
な
が
り
も
で
き
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
各
期
の
受
講
生
に
お
け
る
講
座
修
了
後
の
意
向
を

大
き
く
分
け
る
と
、
次
の
３
タ
イ
プ
に
均
等
に
分
か
れ
る
よ
う
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
①
修
了
後
す
ぐ
に
、
で
き
れ
ば
正
規
雇
用
と
し

て
仕
事
復
帰
し
た
い
、
②
し
ば
ら
く
は
専
業
主
婦
を
続
け
る
か
パ
ー

ト
タ
イ
ム
勤
務
と
し
、
い
ず
れ
ま
た
本
格
的
な
仕
事
復
帰
を
考
え

た
い
、
③
自
分
で
起
業
す
る
か
、
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
継
続
す
る
、
あ
る
い
は
家
族
や
実
家
の
家
業
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
支
え
た
い
と
い
う
三
つ
で
あ
る
。

３　
講
座
運
営
の
課
題
と
展
望

　

前
述
の
３
タ
イ
プ
の
う
ち
、
最
初
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
就
職
へ

の
支
援
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
学
の
組
織
上
、
正
規
の
学

生
を
対
象
と
し
た
就
職
キ
ャ
リ
ア
支
援
事
務
室
に
よ
る
業
務
提
供

が
、
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
大
学
の
外
郭
事
業
会
社
に

よ
る
就
職
支
援
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
、
複
数
の
人
材
ビ
ジ

ネ
ス
企
業
へ
の
委
託
に
よ
る
就
職
機
会
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

派
遣
業
務
や
パ
ー
ト
の
紹
介
を
得
意
分
野
と
す
る
企
業
、
人
材
紹
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介
全
般
を
扱
う
企
業
、
女
性
の
管
理
職
と
し
て
の
再
就
職
に
注
力

す
る
企
業
な
ど
、
連
携
先
企
業
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ
る
。

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
活
用
し
て
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
試
み
る
就
職
支
援
も
、
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

　
「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
40

名
も
の
受
講
生
が
４
カ
月
以
上
の
受
講
期
間
に
わ
た
っ
て
ほ
ぼ
連

日
、
大
学
に
通
う
た
め
に
、
大
学
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
日
常
生

活
に
関
す
る
相
談
が
、
こ
れ
ま
で
の
個
人･

法
人
会
員
制
度
に
よ

る
講
座
ご
と
の
申
し
込
み
と
い
う
社
会
人
講
座
運
営
と
は
異
な
る

形
で
必
要
に
な
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
チ
ー
ム
活
動
を
主
体
と
し
た

科
目
も
多
く
、
受
講
生
へ
の
き
め
細
か
な
配
慮
も
ま
す
ま
す
重
要

な
課
題
と
な
ろ
う
。

　

本
年
２
月
に
は
、
人
材
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
に
よ
る
企
画
協
力
の
下
、

本
学
同
様
に
文
部
科
学
省
の
「
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｂ

Ｐ
）」
に
認
定
さ
れ
て
い
る
日
本
女
子
大
学
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
課

程
、
関
西
学
院
大
学
経
営
戦
略
研
究
科
「
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ャ
リ
ア
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
連
携
し
て
、
女
性
の
仕
事
復
帰
に
関
す
る
大
掛
か

り
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
求
人
企
業
に
よ
る
合
同
就
職
説
明
会
を
本

学
に
お
い
て
開
催
し
た
。
一
大
学
に
よ
る
影
響
力
に
は
限
界
が
あ

る
の
で
、
全
国
の
大
学
に
社
会
人
の
仕
事
復
帰
に
向
け
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
広
が
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
機
関
な
ど
と
も
一
層
の

協
力
関
係
を
構
築
し
て
女
性
の
仕
事
復
帰
を
前
向
き
に
支
援
す
る

よ
う
な
世
論
を
形
成
し
て
い
き
た
い
。

　

結
婚
や
子
育
て
に
よ
る
退
職
後
の
女
性
の
専
業
主
婦
と
し
て
の

期
間
を
〝
ブ
ラ
ン
ク
〞
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ

は
あ
る
意
味
で
、
学
生
の
留
学
期
間
と
同
様
の
プ
ラ
ス
の
効
果
を

も
た
ら
す
と
思
わ
れ
る
。
留
学
に
よ
っ
て
客
観
的
に
日
本
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
後
に
専
業
主
婦
の
期

間
を
過
ご
す
こ
と
に
よ
り
、
む
し
ろ
確
実
か
つ
客
観
的
に
、
最
終

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
対
象
と
な
る
消
費
者
の
本
音
が
理
解
で
き
、
仕

事
復
帰
後
は
、
そ
の
経
験
が
最
大
限
に
活
用
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

大
学
で
仕
事
復
帰
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
女
性
た
ち
は
、
ま

さ
に
意
欲
も
能
力
も
優
れ
た
人
材
の
宝
庫
で
あ
る
。
企
業
側
に
は
、

今
の
仕
組
み
に
求
職
者
を
当
て
は
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

う
し
た
優
れ
た
人
材
の
登
用
に
つ
な
が
る
よ
う
な
採
用
人
事
制
度

の
構
築
を
強
く
望
み
た
い
。

　

修
了
式
で
、
配
偶
者
や
お
子
さ
ん
た
ち
家
族
に
も
祝
福
さ
れ
る

輝
く
女
性
の
姿
を
見
て
、女
性
の
仕
事
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大

学
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
、
社
会
の
さ
ら
な
る
活
力
向
上
、
女
性

の
生
き
が
い
促
進
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
確
信
す
る
。 
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は
じ
め
に

　

女
性
医
師
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
や
社
会
的
役
割
か
ら
重
要
な
他

者
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
が
あ
る
。
離

職
期
間
が
長
く
な
る
と
、
最
新
の
医
学
知
識
、
医
療
技
術
に
付
い

て
ゆ
け
ず
、
臨
床
の
勘
を
取
り
戻
す
の
に
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
、

知
識
や
経
験
の
不
足
に
よ
る
不
安
や
支
援
不
足
が
、
さ
ら
に
離
職

期
間
を
長
く
す
る
。
復
職
希
望
が
あ
っ
て
も
、
進
路
の
相
談
先
や

復
職
方
法
が
分
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
離
職
期
間

が
長
い
ほ
ど
復
職
が
困
難
に
な
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

　

東
京
女
子
医
科
大
学
女
性
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
女

性
医
師
再
研
修
部
門
（
以
下
、
再
研
修
部
門
）（
旧
男
女
共
同
参
画

推
進
局
女
性
医
師
再
教
育
セ
ン
タ
ー
）
は
、「
再
研
修
―
復
職
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
離
職
し
た
女
性
医
師
の
復
職
の
後
押
し
を

す
る
目
的
で
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
再
研
修
―
復
職
支
援
を
し
て
い

る
。
本
学
の
目
的
は
、
女
性
の
社
会
的
地
位
向
上
の
た
め
、
経
済

的･

精
神
的
に
自
立
し
、
社
会
貢
献
す
る
医
療
人
の
育
成
で
あ
る
。

そ
の
教
育
理
念
は
、
卒
前
、
卒
後
を
通
し
て
一
貫
し
て
い
る
。
私

立
大
学
の
特
性
を
生
か
し
て
、
女
性
医
師
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て

再
研
修
―
復
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
女
性
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
の
実
情
か
ら
生
じ
る
離
職

後
の
再
研
修
の
必
要
性
と
、
本
学
に
お
け
る
復
職
を
目
指
す
女
性

医
師
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
「
再
研
修
―
復
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な

ど
に
関
し
て
紹
介
す
る
。

１　
女
性
医
師
キ
ャ
リ
ア
の
実
情

　

女
性
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
問
題
点
は
、
医
師
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
重
要
な
卒
後
10
年
（
25
〜
35
歳
）
が
、
女
性
の
ラ
イ

特
集

女
性
の
学
び
直
し
に
お
け
る
大
学
の
役
割

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
女
性
医
師
再
研
修
―
復
職
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

横
田 

仁
子
●
東
京
女
子
医
科
大
学
女
性
医
療
人
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
女
性
医
師
再
研
修
部
門
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フ
サ
イ
ク
ル
の
出
産

適
齢
期
と
重
な
る
こ

と
で
あ
る
。
厚
生
労

働
省
の
報
告
に
よ
る

と
、
各
年
齢
層
に
お

け
る
女
性
医
師
の
就

労
率
は
、
他
の
職
種

の
就
労
女
性
と
同
じ

く
出
産
育
児
年
齢
に

就
労
率
が
低
く
な
る

Ｍ
字
カ
ー
ブ
を
描
く

（
図
表
１
）。
こ
こ
10

年
、
医
師
国
家
試
験

合
格
者
の
３
割
が
女

性
で
あ
り
、
女
性
医

師
の
就
労
率
低
下
の

予
防
が
医
師
不
足
を

解
消
す
る
と
考
え
ら

れ
た
（
図
表
２
）。

　

医
師
の
場
合
、
離

職
期
間
が
長
く
な
る

と
、
離
職
前
に
修
得
し
た
知
識
、
技
能
の
勘
を
取
り
戻
す
の
に
時

間
が
か
か
る
。
ま
た
、
最
新
医
学
を
学
ぶ
生
涯
教
育
も
中
断
さ
れ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
完
全
離
職
後
の
復
職
に
は
学
び
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
学
習
内
容
は
最
新
の
知
識
の
修
得
や
技
術
の
勘
を
取
り
戻

す
こ
と
を
必
要
と
し
、
ま
た
、
復
職
を
思
い
立
っ
た
時
に
す
ぐ
就

職
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
定
期
間
の
実
地
訓
練
：
研
修
が
必

要
で
あ
る
。

２　
女
性
医
師
再
研
修
部
門
の
概
要
と
運
営

　

再
研
修
部
門
は
、
２
０
０
６
年
に
本
学
に
設
立
さ
れ
た
（
図
表

３
）。
当
時
か
ら
医
師
国
家
試
験
合
格
者
の
３
割
が
女
性
に
な
り
、

将
来
の
医
師
不
足
が
女
性
医
師
の
増
加
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
と

危
惧
さ
れ
、
離
職
予
防
、
復
職
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
本

学
に
は
、
長
い
歴
史
ゆ
え
に
、
女
性
医
師
が
生
涯
就
労
可
能
な
支

援
体
制
が
あ
り
、
そ
れ
を
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
考
に
し
た
。

　

離
職
し
た
女
性
医
師
の
復
職
支
援
に
は
、
勘
を
取
り
戻
す
た
め

の
研
修
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
復
職
支
援
の
相
談
窓
口
を

持
た
な
い
他
大
学
出
身
者
の
支
援
が
必
要
と
考
え
た
た
め
に
、
全

国
的
に
病
院
展
開
を
し
て
い
る
済
生
会
お
よ
び
日
本
赤
十
字
社
と

の
連
携
に
よ
り
、
全
国
で
研
修
が
可
能
な
組
織
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　

再
研
修
―
復
職
支
援
の
特
徴
は
、
研
修
先
が
就
職
先
で
は
な
い

図表１　男性医師と女性医師の就業率
（注）医師が25歳で卒業すると仮定した場合の就業
率である。
（出典）平成18年度厚生労働科学研究「日本の医師
需給の実証的調査研究」（主任研究者 長谷川敏彦）

図表２　医学部入学者・国家試験合格者数に
占める女性の割合　　　　

（出典）学校基本調査（文部科学省）
厚生労働省医政局医事課試験免許室調べ
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こ
と
で
あ
る
。
研
修
と
就
職
を
切
り
離
し
、
女
性
医
師
が
再
研
修

し
た
い
項
目
を
抽
出
し
、
本
来
持
っ
て
い
る
臨
床
能
力
と
統
合
し

て
再
就
職
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。

３ 　
卒
業
生
か
ら
学
ぶ
女
性
医
師
の
生
き
方
と 

支
援
体
制

　
「
再
研
修
―
復
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
本
学
の
先
輩
医
師
の
足

跡
の
中
に
、
多
様
な
女
性
医
師
の
生
き
方
に
対
応
す
る
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
が
存
在
し
、
独
自
の
支
援
体
制
の
創
意
工
夫
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
典
型
例
は
、
創
立
者
の
吉
岡

彌
生
先
生
で
あ
る
。
医
師
と
な
り
、
結
婚
出
産
後
も
後
輩
育
成
の

た
め
に
医
学
校
を
設
立
し
、
開
業
医
も
続
け
た
。
ま
た
、
卒
業
生

が
生
涯
働
き
、
社
会
貢
献
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
整
え
、

最
新
の
医
学
知
識
や
情
報
の
交
換
を
す
る
同
窓
会
「
至
誠
会
」
の

設
立
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
の
病
院
の
開
設
、
大
学
病
院
に
近

接
す
る
保
育
園
の
開
設
な
ど
の
環
境
整
備
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
至
誠
会
の
広
報
で
女
性
医
師
の
生
き
方
を
訓
示
し
、
相

談
が
あ
れ
ば
助
言
を
し
、
生
き
る
道
を
示
し
た
。

　

本
学
卒
業
生
は
「
至
誠
と
愛
」
を
念
頭
に
、
全
国
で
社
会
貢
献

を
し
て
い
る
。
そ
の
先
輩
を
追
随
し
て
後
輩
が
育
成
さ
れ
、
今
日

ま
で
至
っ
て
い
る
。
先
輩
が
生
涯
学
習
を
す
る
姿
勢
や
自
己
研
さ

ん
す
る
姿
は
後
輩
へ
の
刺
激
に
な
っ
て
お
り
、
一
時
的
に
離
職
し

て
も
大
丈
夫
と
い
う
安
心
感
を
与
え
て
い
る
。
学
び
直
し
が
可
能

で
あ
り
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

４　
再
研
修
―
復
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

⑴　

申
請
か
ら
研
修
ま
で
の
流
れ

　

本
学
の
女
性
医
師
再
研
修
部
門
に
お
け
る
再
研
修
―
復
職
プ
ロ

図表３　女性医師再研修部門の概要
（出典）東京女子医科大学女性医師キャリア支援モデル普及
　　推進事業実施報告書（厚生労働省 平成28年度）

女性医療人キャリア形成センター

知識のアップデートのために
教育・学習支援プログラム
（e-ラーニング）

研修修了後
復職へ

1講義は約20分、「キャリア」「臨床基本」「臨床実践」などのカテゴリ
に分かれており、約100コンテンツを公開しています。登録や視聴
はすべて無料で、医療従事者であれば性別、年齢、お住まいの地域
などを問わず、どなたでもご利用いただけます。

相談（申請） ヒヤリング・対応検討 研修打診 研修先として登録

スキル
チェックリスト
利用

e-ラーニング
利用

医師をはじめとした
医療従事者
（どなたでも）

研修受け入れ病院
相談・研修希望
女性医師

女性医師再研修部門

技術と現場の感覚を取り戻すために
女性医師 再研修―復職プロジェクト

技術と現場の感覚を取り戻すために
一般内科プロジェクト

6施設、4,000件を超える初診外来の主訴を集
計した結果、地域住民のニーズが判明しました。
地域住民のニーズや施設の規模に応じた診療
技術を習得し、その場にふさわしい一般内科医
としてのスキルを身につけるためのプロジェクト
です。

東京女子医科大学
日本赤十字社

社会福祉法人恩賜財団　済生会
メディカル・プリンシプル社

申請者の状況、ご要望を個別にヒヤリングして対
応を検討します。研修を行う際には、研修先との
交渉を行い、オーダーメイドの研修カリキュラム
を相談者と一緒に計画します。

●東京女子医科大学病院
　（附属病院も含む）
●女性医師再研修－復職プロジェクト
　日本赤十字社
　社会福祉法人恩賜財団　済生会
●その他、全国にある参加病院
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ジ
ェ
ク
ト
は
図
表
４
に
示
す
手
順
で
行
っ
て
い
る
。
面
談
は
進
路

相
談
も
含
み
、
自
分
の
将
来
像
や
現
状
の
知
識･

技
能
か
ら
重
点

的
に
研
修
項
目
を
導
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
研
修
先
指
導
者
と

の
面
談
は
、
専
門
領
域
に
お
け
る
指
導
医
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の

出
会
い
に
な
る
。

⑵　

研
修
以
外
の
サ
ポ
ー
ト

　

復
職
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
実
習
、
Ｅ
ラ
ー

ニ
ン
グ
が
あ
る
。
ハ
ン
ズ
オ
ン
実
習
で
は
医
学
部
教
育
で
実
施
す

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
実
習
を
行
い
、
学
び
直
し
と
臨
床
の
実
技
へ

の
自
信
を
つ
け
る
。
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
15
分
程
度
で
視
聴
で
き
、

内
容
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
、
臨
床
の
基
礎
、
お
よ
び
臨
床
の
実
践
な

ど
、
復
職
に
必
要
な
知
識
で
あ
る
。

⑶　

成　

果

　

２
０
１
６
年
度
ま
で
に
２
３
３
名
か
ら
相
談
が
あ
り
、
93
名
が

研
修
を
修
了
し
た
。
相
談
の
み
で
復
職
し
た
女
性
医
師
も
い
る
。

追
跡
調
査
で
き
た
72
名
中
、
相
談
時
に
離
職
中
の
32
名
中
24
名
が

復
職
に
成
功
、
26
名
の
非
常
勤
医
師
の
う
ち
約
半
数
が
常
勤
と
な
っ

た
。
当
部
門
へ
の
相
談
や
研
修
に
よ
り
、
約
９
割
が
復
職
へ
の
不

安
が
解
消
し
た
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

　

本
学
に
お
け
る
女
性
医
師
再
研
修
部
門
の
女
性
医
師
再
研
修
―

復
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
大
学
と
し
て
の
使
命
を
全
う
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
今
後
は
、
他
の
働
く
女
性
と
同
様
に
、
女
性
医
師

が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー

教
育
や
社
会
人
大
学
院
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
教
育
体
制
が
さ

ら
に
必
要
で
あ
る
。 

図表４　申請から研修までの流れ
（出典）東京女子医科大学女性医師キャリア支援モデル普及
　　推進事業実施報告書（厚生労働省 平成28年度）

▶「面談実施」
▶「メールでのアドバイス」等

②対応検討

▶診療経験、現在の状況、不安要素、
研修希望の有無、要望等を確認

①相談受付

▶詳しい状況、要望など確認
▶今後の方向性を一緒に検討

③面談実施

▶診療科担当者と面談実施
▶研修内容等のすり合わせ

④研修候補先面談

▶手続き後、研修開始
▶研修中の日数･時間変更も可

⑤研修実施

▶復職へ！
▶修了後も相談受付は引き続き実施

⑥研修修了

研修を行わず
面談のみで

解決する場合も多い

メールや面談による
ヒアリング･カウンセリング･アドバイス

などで解決

▶現状維持や自己学習
▶シンポジウムやハンズオン実習への参加
▶身近なメンターに相談
　　　　　　　　　　　　　　などを提案

「研修ありき」ではなく
詳しくヒアリングを行って
「これからの自分」を

「一緒に育む」ためのサポートが重要

相談者の声に耳を傾け、育み、導く

メンター、ロールモデルの重要性
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女
性
活
躍
に
向
け
た
学
び
直
し
の
地
域
拠
点
と
し
て
、
大
学
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
日
本
社
会
の
大
転
換
の
中
で
、
女
性
の
労
働

市
場
へ
の
再
参
加
に
向
け
た
大
学
の
役
割
は
極
め
て
重
要
だ
。
た

だ
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
身
に
付
け
た
ス
キ
ル
を
女
性
た
ち
が

真
に
生
か
す
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
得
た
ス

キ
ル
へ
の
正
当
な
評
価
と
、
生
活
と
両
立
で
き
る
労
働
時
間
と
い
っ

た
社
会
シ
ス
テ
ム
の
確
立
だ
。
い
ま
大
学
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

ス
キ
ル
教
育
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
条
件
を
女
性
た
ち
が
自
ら
獲

得
し
て
い
く
た
め
の
、
女
性
の
人
権
教
育
だ
。

１　
女
性
の
社
会
参
加
な
し
で
は
曲
が
れ
な
い
転
機

　

２
０
１
６
年
、
女
性
の
活
躍
度
を
示
す
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
（
Ｇ
Ｇ
Ｉ
）」
で
、
日
本
は
１
４
４
カ
国
中
１
１
１
位
で

あ
っ
た
。
こ
の
調
査
は
、
民
間
団
体
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
経
済
、
政
治
、
教
育
、
健
康
の

分
野
で
の
男
女
格
差
を
指
標
化
し
て
順
位
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
は
、
国
会
議
員
の
女
性
比
率
や
女
性
の
管
理
職
比
率
、
男
女

の
所
得
格
差
な
ど
政
治･

経
済
分
野
で
の
順
位
が
低
い
こ
と
が
、

順
位
の
足
を
大
き
く
引
っ
張
っ
て
い
る
。

　

男
女
格
差
が
国
際
的
に
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に

は
、
二
つ
の
要
因
が
あ
る
。
一
つ
は
、
１
９
７
５
年
の
国
際
婦
人

年
以
来
の
「
女
性
の
人
権
を
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
に
」
の
動
き
だ
。

こ
こ
で
は
、
Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
へ
の
人
権
侵
害
に
光
を

あ
て
、
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
の
女
性
の
経
済
的
自
立
や
政
治
参

加
を
進
め
る
動
き
が
強
ま
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
が
、
経
済
環
境
の

激
変
だ
。
１
９
７
０
年
代
の
二
度
の
石
油
危
機
に
よ
る
不
況
の
余

波
に
加
え
、
そ
の
後
に
進
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
世
帯
主
男

性
の
主
要
な
働
き
口
だ
っ
た
製
造
業
な
ど
が
低
賃
金
の
国
々
へ
出

特
集

女
性
の
学
び
直
し
に
お
け
る
大
学
の
役
割

再
就
職
支
援
に
必
要
な
女
性
の
人
権
の
視
点

竹
信 

三
恵
子
●
和
光
大
学
現
代
人
間
学
部
教
授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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て
い
き
、
１
９
８
０
年
代
の
欧
米
は
、
男
性
雇
用
が
大
き
く
揺
ら

い
だ
。
男
性
の
扶
養
に
頼
っ
て
い
ら
れ
な
い
女
性
た
ち
の
社
会
参

加
が
進
み
、
加
え
て
、
少
子
化
の
進
展
に
よ
っ
て
女
性
の
労
働
力

が
必
要
と
さ
れ
、
ま
た
、
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
変
化
も
、

女
性
の
労
働
力
化
の
背
中
を
押
し
た
。

　

女
性
の
人
権
の
主
流
化
と
、
女
性
の
労
働
力
な
し
で
は
立
ち
行

か
な
く
な
っ
た
産
業
構
造
と
の
二
つ
の
要
因
か
ら
、
仕
事
と
家
庭

を
両
立
で
き
る
労
働
時
間
や
、
パ
ー
ト
と
フ
ル
タ
イ
ム
、
正
規
と

非
正
規
の
均
等
待
遇
と
い
っ
た
女
性
が
働
き
や
す
い
社
会
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
が
進
ん
だ
。

２　
「
必
要
な
の
は
女
性
の
人
権
教
育
だ
っ
た
」

　

日
本
で
の
「
男
女
共
同
参
画
」
や
「
女
性
の
活
躍
」
政
策
も
、

同
様
の
危
機
感
の
中
で
生
ま
れ
た
。
だ
が
、
男
性
が
家
族
を
扶
養

し
、
女
性
は
家
事
、
育
児
、
介
護
を
家
庭
で
、
無
償
で
引
き
受
け

て
社
会
保
障
費
を
節
約
し
、
合
間
に
安
い
賃
金
で
働
く
、
と
い
う

社
会
シ
ス
テ
ム
の
転
換
が
、
日
本
で
は
遅
れ
続
け
た
。

　

１
９
８
０
年
代
か
ら
は
、
女
性
が
家
庭
に
い
る
こ
と
を
前
提
に

し
た
長
時
間
労
働
体
質
の
中
で
の
両
立
の
困
難
が
少
子
化
を
一
段

と
促
し
、
こ
の
よ
う
な
少
子
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
が
予
想
さ
れ

始
め
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
力
を
補
う
は
ず
の
女
性
が
育

児
や
介
護
に
よ
っ
て
十
分
に
働
け
な
い
状
態
は
、
い
ま
も
続
い
て

い
る
。
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
は
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
不
況
で
、

ま
た
、
２
０
０
８
年
に
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
、
男
性
正
社
員

の
リ
ス
ト
ラ
が
繰
り
返
さ
れ
る
経
済
状
況
に
な
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
（
拙
著
『
正
社
員
消
滅
』
２
０
１
７
年
、
朝
日
新
書
）、

働
く
女
性
の
６
割
は
低
賃
金
の
非
正
規
労
働
だ
。
家
計
は
不
安
定

さ
を
増
し
、
貧
困
化
も
進
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
女
性
が
働
く
た
め
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
女

性
の
自
信
と
自
己
尊
重
の
再
建
だ
。
家
庭
に
い
た
女
性
た
ち
か
ら

は
、「
主
婦
な
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
」「
体
が
弱
い
の
で
外
で

働
け
ま
せ
ん
」
と
い
っ
た
言
葉
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
。
主
婦
で

あ
っ
た
こ
と
を
ひ
と
つ
の
貴
重
な
体
験
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
ま
た
、
外
で
働
く
こ
と
に
は
何
か
超
人
的
な
体
力
が
必
要

と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
状
態
が
そ
こ
に
あ
る
。
家
庭
で
の
仕
事
を

軽
視
す
る
社
会
の
中
で
押
し
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
う
し
た
無

力
感
を
剥
い
で
い
く
こ
と
は
、
女
性
が
外
で
働
く
た
め
に
は
必
須

の
条
件
な
の
だ
。

　

こ
れ
を
痛
感
し
た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
女
性
の

就
労
支
援
の
取
材
を
通
じ
て
だ
っ
た
。
津
波
で
町
全
体
が
押
し
流

さ
れ
た
宮
城
県
南
三
陸
町
を
中
心
に
、
女
性
の
就
業
支
援
を
続
け

て
き
た
「
み
や
ぎ
ジ
ョ
ネ
ッ
ト
」
の
草
野
祐
子
さ
ん
は
、「
必
要
な
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の
は
ア
サ
ー
シ
ョ
ン･

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
憲
法
の
男
女
平
等
規
定

な
ど
、
被
災
前
か
ら
の
女
性
の
人
権
教
育
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い

る
。「
自
分
に
は
、
発
言
を
聞
い
て
も
ら
う
権
利
が
あ
る
」「
自
分

が
働
く
こ
と
で
社
会
に
何
か
を
提
供
で
き
る
」
と
い
っ
た
自
信
の

核
が
あ
っ
た
女
性
は
、
身
に
付
け
た
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
、
自
力

で
働
く
場
を
開
い
た
り
、
就
職
先
で
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
り
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
長
い
男
性
優
位
の
土
壌
の
中
で
、
何
か
に
従
っ

て
い
く
し
か
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
女
性
は
、

な
か
な
か
就
労
支
援
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
。

　

た
だ
、
自
信
は
、「
も
っ
と
自
信
を
持
て
」
と
か
「
女
性
も
輝
け

る
」
と
励
ま
す
だ
け
で
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
再
就
職
支
援
の
一

環
と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
会
計
な
ど
の
ス
キ
ル
教
育
を
行

う
大
学
も
目
立
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
教
育
が
力
に
な
る
の
は
、

ス
キ
ル
や
資
格
と
い
う
「
社
会
が
承
認
す
る
も
の
」
に
よ
っ
て
、

「
自
分
は
人
に
評
価
さ
れ
る
客
観
的
な
価
値
が
あ
る
」
と
い
っ
た
自

信
に
形
を
与
え
る
か
ら
だ
。

３　
「
家
事
ハ
ラ
」か
ら
の
脱
却
を

　

し
か
も
、
日
本
社
会
で
は
、「
ス
キ
ル
」
は
必
ず
し
も
「
評
価
」

に
結
び
つ
か
な
い
。
日
本
の
非
正
規
労
働
が
安
く
て
不
安
定
な
原

因
は
、
そ
の
多
く
が
「
家
事
や
育
児
の
片
手
間
の
女
性
の
仕
事
」

と
さ
れ
、
職
務
の
中
身
を
正
当
に
評
価
さ
れ
ず
に
来
た
か
ら
だ
。

正
規
で
あ
っ
て
も
、
女
性
の
働
き
は
、「
片
手
間
の
仕
事
」
の
思
い

込
み
の
下
で
正
当
に
評
価
を
さ
れ
な
い
例
は
珍
し
く
な
い
。

　

た
と
え
ば
２
０
１
１
年
10
月
24
日
付
朝
日
新
聞
は
「『
主
婦
力
』

に
熱
視
線
」
と
し
て
、
主
婦
の
再
就
職
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、「
家
事
や
育
児
と
の
二
足
の
わ
ら
じ
で
勤
務
時
間

が
限
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
の
就
業
経
験
で
培
っ
た
ス
キ
ル
は
生
か

し
た
い
、
短
時
間
で
も
十
分
な
戦
力
」
と
し
て
、
企
業
が
採
用
を

増
や
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
主
婦
力
」
を

売
り
込
む
派
遣
会
社
は
、
そ
う
し
た
力
を
評
価
し
て
高
賃
金
を
後

押
し
す
る
の
で
は
な
く
「
働
く
時
間
や
場
所
な
ど
の
都
合
を
聞
く

分
、
主
婦
の
時
給
は
割
安
に
で
き
た
。
人
件
費
を
抑
え
ら
れ
る
点

を
ア
ピ
ー
ル
し
、
採
用
企
業
を
開
拓
し
た
」
と
い
う
の
だ
。

　

女
性
の
再
就
職
支
援
で
は
、
こ
う
し
た
評
価
を
内
面
化
さ
せ
な

い
た
め
、
あ
る
べ
き
賃
金
評
価
や
労
働
時
間
の
在
り
方
を
も
知
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
な
し
で
は
、「
女
性
が
戦
力
で
あ
る

こ
と
」は
、「
女
性
の
経
済
的
自
立
」
を
意
味
し
な
く
な
る
か
ら
だ
。

　

政
府
の
「
働
き
方
改
革
」
で
は
、
正
規
と
非
正
規
の
同
一
労
働

同
一
賃
金
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
成
果
や
貢
献
が
同
一

な
ら
ば
基
本
給
も
同
一
、
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
成
果
や
貢
献

は
雇
う
側
の
主
観
に
左
右
さ
れ
、
ス
キ
ル
を
み
が
い
て
も
、
低
く
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見
積
も
ら
れ
が
ち
だ
。
国
際
的
に
は
、
賃
金
差
別
の
改
善
に
は
職

務
評
価
が
採
用
さ
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
「
同
一
価
値
労
働
同
一
報
酬
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
な
ど
で
は
、
職
務
内
容
、
責
任
、
仕
事

の
負
担
度
、
労
働
環
境
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
職
務
を
分
析
、
点

数
化
し
て
同
一
度
を
比
較
す
る
方
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
数
値

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
主
観
的
な
評
価
を
乗
り
越
え
、「
実

際
に
や
っ
て
い
る
仕
事
の
価
値
」
を
客
観
化
で
き
る
か
ら
だ
。

　

日
本
で
も
、
こ
う
し
た
手
法
で
自
分
の
賃
金
を
評
価
し
な
お
す

試
み
が
、
一
部
の
女
性
グ
ル
ー
プ
で
進
め
ら
れ
、
介
護
女
性
か
ら

は
、
自
ら
の
仕
事
の
価
値
に
気
づ
き
、
自
信
を
回
復
し
た
と
い
う

声
が
聞
か
れ
る
（
拙
著
『
ル
ポ
賃
金
差
別
』、
２
０
１
２
年
、
ち
く

ま
新
書
）。
こ
う
し
た
自
信
が
、
正
当
な
評
価
を
求
め
る
賃
金
要
求

に
つ
な
が
り
、
ス
キ
ル
が
自
立
に
つ
な
が
る
道
を
つ
く
る
。

　
「
働
き
方
改
革
」
で
は
、
残
業
規
制
に
つ
い
て
も
政
労
使
で
合
意

の
結
果
、最
大
で
２
〜
６
カ
月
の
月
平
均
で
80
時
間
ま
で
、１
カ
月

で
１
０
０
時
間
ま
で
と
い
う
過
労
死
認
定
基
準
ま
で
の
残
業
が
認

め
ら
れ
、
過
労
死
遺
族
た
ち
の
強
い
反
発
と
懸
念
を
招
い
て
い
る
。

　

労
働
基
準
法
で
は
、
週
40
時
間
、
１
日
８
時
間
と
い
う
労
働
時

間
規
制
が
決
ま
っ
て
い
る
。
女
性
が
働
き
続
け
る
に
は
、
子
ど
も

に
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
、
語
り
合
え
る
時
間
を
毎
日
、
一
定
は
確
保

で
き
る
労
働
時
間
設
計
が
必
要
で
あ
り
、
労
働
基
準
法
が
規
定
す

る
１
日
の
労
働
時
間
規
制
を
守
る
こ
と
は
、
女
性
活
躍
の
必
須
条

件
だ
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の
「
改
革
」
で
は
、
１
日
の
残
業
規
制

は
中
心
課
題
に
は
位
置
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
労
働
時
間
設
計
で
問
題
な
の
は
、
女
性
が
家
庭
に

い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
長
時
間
の
働
か
せ
方
を
女
性
も
内
面
化

し
、「
体
が
弱
い
か
ら
働
け
な
い
」
な
ど
、
自
分
の
落
ち
度
と
感
じ

て
し
ま
う
こ
と
だ
。
だ
が
、「
残
業
で
き
な
い
私
が
悪
い
」
と
自
己

の
労
働
評
価
を
自
ら
お
と
し
め
て
い
る
限
り
、
女
性
の
経
済
力
は

上
が
ら
な
い
。

　

筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
家
事
労
働
を
排
除
し
、
家
事
労
働
に
従

事
す
る
人
を
排
除
す
る
社
会
慣
行
を
「
家
事
労
働
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
家
事
ハ
ラ
＝
家
事
労
働
へ
の
嫌
が
ら
せ
）
と
名
付
け
て
き
た
（
拙

著
『
家
事
労
働
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
〜
生
き
づ
ら
さ
の
根
に
あ
る
も

の
』、
２
０
１
３
年
、
岩
波
新
書
）。
女
性
が
働
け
な
い
「
家
事
ハ

ラ
」
シ
ス
テ
ム
を
転
換
す
る
視
点
を
、
再
就
職
支
援
の
基
盤
に
据

え
る
こ
と
。「
便
利
な
労
働
力
」
を
増
や
す
た
め
の
女
性
活
躍
で
な

く
、
女
性
が
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
た
め
の
人
権
と
し
て
の
女

性
活
躍
へ
の
道
は
、
そ
こ
か
ら
始
ま
る
。
大
学
に
お
け
る
女
性
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
そ
の
た
め
の
女
性
労
働
教
育
、
権
利
教
育

を
必
須
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。 
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